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□ 道路構造令、道路交通法による自転車走行空間に関する用語の定義を以

下に示す。

用 語 道路構造令 道路交通法

自転車道

【第 2条第 1項第 2項】

 専ら自転車の通行の用に供すた

めに、縁石線又はさくその他これ

に類する工作物により区画して設

けられる道路の部分をいう。

【第 2条第 1項第 3号の 3】

 自転車の通行の用に供するため縁

石線又はさくその他これに類する工

作物によって区画された車道の部分

をいう。

用 語 道路構造令 道路交通法

自転車レーン

（自転車専用

通行帯）

【第 2条第 1項第 12号】※路肩

道路の主要構造物を保護し、又は

車道の効用を保つために、車道、

歩道、自転車道又は自転車歩行者

道に接続して設けられる帯状の道

路の部分をいう。

【第 20条第 2項】

 車両は、車両通行帯の設けられた道

路において、道路標識等により通行の

区分が指定されているときは、当該通

行の区分に従い、当該車両通行帯を通

行しなければならない。

１．法令上の自転車走行空間
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用 語 道路構造令 道路交通法

自転車

歩行者道

【第 2条第 1項第 3号】

 専ら自転車及び歩行者の通行の

用に供するために、縁石線又はさ

くその他これに類する工作物によ

り区画して設けられる道路の部分

をいう。

【第 2条第 1項第 2号】

 歩行者の通行の用に供するため縁

石線又はさくその他これに類する工

作物によって区画された道路の部分

をいう。

《分離タイプ》

《共存タイプ》
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用 語 道路構造令 道路交通法

路側帯 ―

【第 2条第 1項第 3号の 4】

 歩行者の通行の用に供し、又は車道

の効用を保つため、歩道の設けられて

いない道路又は道路の歩道の設けら

れていない側の路端寄りに設けられ

た帯状の道路の部分で、道路標示によ

って区画されたものをいう。

路 肩

【第 2条第 1項第 12号】

 道路の主要構造物を保護し、又

は車道の効用を保つために、車道、

歩道、自転車道又は自転車歩行者

道に接続して設けられる帯状の道

路の部分をいう。

―
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２－１．自転車の通行場所

２．自転車の通行ルール

（１）車道通行の原則

  ○車道を通行しなければならない。

  ○道路の左側端に寄って通行しなければならない。

  ○著しく歩行者の通行を妨げることとなる場合を除き、路側帯を通行す

ることができる。

【道路交通法第 17 条、第 17 条の 2、第 18 条】

（２）歩道通行（例外）

  ○次に掲げるときは、歩道を通行することができる。

   ①道路標識等により、歩道を通行ができるとされているとき。

   ②自転車の運転者が、高齢者や児童、幼児等であるとき。

   ③車道または交通の状況に照らして、安全上、やむを得ないと認めら

れるとき。

  ○歩道の中央から車道寄りを徐行しなければならない。

  ○歩行者の通行を妨げる場合は、一時停止しなければならない。

  ○道路標識により通行指定部分がある場合は、その部分を徐行しなけれ

ばならない。

【道路交通法第 63 条の 4】

（３）その他

  ○自転車道が設けられている道路では、その自転車道を通行しなければ

ならない。

【道路交通法第 63 条の 3】
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２－２．自転車の通行方法

①自転車道

○普通自転車は、自転車道が設けられてい

る道路においては、自転車道以外の車道

を横断する場合及び道路の状況その他

の事情によりやむを得ない場合を除き、

自転車道を通行しなければならない。

【道路交通法第 63 条第 3項】

②自転車レーン（自転車専用通行帯）

○自転車は車両通行帯の設けられた道路

において、道路標識等により通行の区分

が指定されているときは、指定された車

両通行帯を通行しなければならない。

【道路交通法第 20 条第 2項】

③自転車歩行者道（普通自転車通行部分の指定あり）

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の

ある道路においては車道）の左側端に寄

って通行しなければならない。

【道路交通法第 18 条第 1項】

○普通自転車は、道路標識等により普通自

転車が通行すべき部分として指定され

た部分（「普通自転車通行指定部分」）が

あるときは、普通自転車通行指定部分を

徐行しなければならない。

 ただし、普通自転車通行指定部分を通行

し、又は通行しようとする歩行者がない

ときは、歩道の状況に応じた安全な速度

と方法で進行することができる。

 【道路交通法第 63条の 4第 2項】
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④歩道（普通自転車歩道通行可あり）

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の

ある道路においては車道）の左側端に寄

って通行しなければならない。

【道路交通法第 18 条第 1項】

○普通自転車は、道路標識等により普通自

転車が歩道を通行することができるこ

ととされているときは、歩道を通行する

ことができる。

 【道路交通法第 63条の 4第 1項】

⑤歩道（普通自転車歩道通行可なし）

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の

ある道路においては車道）の左側端に寄

って通行しなければならない。

【道路交通法第 18 条第 1項】

⑥車道（路側帯がある場合；白実線 1本）

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の

ある道路においては車道）の左側端に寄

って通行しなければならない。

【道路交通法第 18 条第 1項】

○自転車は、著しく歩行者の通行を妨げる

こととなる場合を除き、路側帯を通行す

ることができる。

 【道路交通法第 17条の 2第 1項】
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⑦車道（駐停車禁止路側帯；白実線＋破線）

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の

ある道路においては車道）の左側端に寄

って通行しなければならない。

【道路交通法第 18 条第 1項】

○自転車は、著しく歩行者の通行を妨げる

こととなる場合を除き、路側帯を通行す

ることができる。

 【道路交通法第 17条の 2第 1項】

⑧車道（歩行者専用路側帯；白実線 2本）

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の

ある道路においては車道）の左側端に寄

って通行しなければならない。

【道路交通法第 18 条第 1項】
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 □ 【自転車安全利用５則】

（平成 19 年 7 月 10 日付中央交通安全対策会議交通対策本部決定）

【出典：スマートサイクルライフ北九州ＨＰ】
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